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衆議院議長


太田和美様 


原子力災審に律う農蓄産物被審に関する要議議


平成 23年 3J司25日

在若島県患業協  i湾総会中央会  

JAグJv叩ブ霊毒素 t議方文字洋持議議髭葉本葬

在士吉話

会長 庄篠徳ぺえ:日間 
i~~H~震 
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震予カ災需に伴う農畜藤物被簿に関する菱総� 

このたびの原発事故に伴い笑宣告された緊急時環壌モニタリング議題ままの給果、

本県産原乳ならびに野菜の一部から食品衛生法による替安芸規制伎を越える放射

殺物質が検出されも当分の問、多ぐの品闘で主票数劉限及び出著者総獲を余儀なぐ

されているa 加えて、心配をしていたE義務被療が現災のものとなっており、今

慢の捻援によって 設と拡大しコつあるごとに、愛媛現場マ?の不安は極限に逢

している.

また生産者にとって出荷綴震は、自らに責任がないにもかかわらず収入の滋

が閉じられるととであり、とのことによる経済的議失は計り知れず今後の営厳

重畿続さえ危ぶまれる深刻な李主義となっているe

また、とれまでの安全安心な農議選物の安定供給に向けた懸命な生産努力を

全く然にするものであり、室主い債りを禁じえない。� 

JAグループ議選きでは、このようなやにありながらも福島偽農業の復興に肉

け稀望を灸わずまい進ずることそと緊急総会長・経営管滋委員会長会議において

寝室認したところであるが、何よりさ主E豪華fが安心して滋農1:勤しめる潔境づくり

が不可欠であるe よって、下記のととについて国が責任後もって災現ずるよう

強〈薬務する。

記

1 一刻も早〈原発事故そ終怠させ、放射能の湯浅を止めること遁� 

2. 今密の原発事故に起~ずる生産者・Ell体が被るあらゆる損害警について明石監
かコ牟急に裕償意思そ表幸男し、東京議カとともに万全の著書僚を行うとと

3

4

5

民議事に対しあらゆる施策を講じて沈静化をはかること

閣の全緩負担による水質・土線検査を災害監し、安全を議事長ずるとと

緊急資金対策谷会め今後の営慾継続に必要主主施笑に万全を織すこと

以上� 


